
 

 

 

 

 

 

 朝晩涼しくなり、秋風を感じる季節になりました。日中との温度差から体調を崩しやすくなります。調節しやすい服装にしたり、規則正し

い生活習慣で体調を整え、元気に秋を満喫したいですね。 

 今月はインフルエンザ対策についてです。今月から予防接種の受付を開始する病院も多いかと思います。新型コロナウイルス５類移行に伴

い、今年度は子どもたちの様々な感染症流行のニュースがとびかっていますね。インフルエンザに関しても昨年から流行し、長い時期感染の

情報があったかと思います。今年も大流行の恐れがあります。予防対策をしっかり行い、健康的に過ごせるようにしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

すくすくだより 

①予防接種を受けましょう 

インフルエンザの予防で一番効果的なのが、ワクチンの予防接種です。ワ

クチンには、インフルエンザに感染しにくくなるという働きと、感染して

も重症化を防ぐ働きがあります。子どもの場合は２回接種が標準です。接

種してから２週間以上経過しないと効果が現れない為、流行期に入る前に

計画的に接種するようにしましょう。アレルギーのあるお子さんの場合、

受けられないこともあります。かかりつけ医にご相談ください。 

 

 

 

 

１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 

予防接種期間 ワクチン有効期間（接種後約２週間～約５か月） 

インフルエンザ流行期 

１２月下旬から３月上旬 

②うがい・手洗い・手指消毒をしましょう 

こまめなうがい手洗いを心がけましょう。うがいができない小さなお子さ

んはこまめに水分を摂り、喉を潤しておくことが最も効果的です。 

③適度な湿度の保持と換気をしましょう 

インフルエンザウイルスは湿度を嫌います。加湿器や洗濯物の部屋干しな

どで、湿度５０％～６０％を確保するようにしましょう。また、１時間ご

とに５分程度換気をすることも大切です。換気をしたら、また湿度を上げ

るようにしましょう。 

④十分な睡眠とバランスのとれた栄養摂取を心がけましょう 

バランスの良い食事をとり、早めに寝てゆっくり体を休めるようにしま

しょう。規則正しい生活習慣は免疫力を高め、ウイルスを寄せ付けない

丈夫な体を作ってくれます。 

⑤人混みを避け、「密」の回避に努めましょう 

人混みを避けると共に、外出の際、マスクをすることはとても効果的です。

しかし２歳未満のお子さんは窒息の危険も伴う為、マスク着用は不要で

す。自分でつけ外しができる、息苦しさなどを訴えられることがマスク着

用の目安です。小さなお子さんには、人混み回避が一番の予防策ですね。 

 

気をつけて！インフルエンザ脳症 

インフルエンザの合併症の一つで、主に５

歳以下の子どもに発症します。発症から比

較的早い時期に、けいれんを起こす、呼び

かけても反応しないなどの意識障害の他

に、急に怒ったり、怯えたり、うわごとを

言うなどの言動が見られることもありま

す。このような症状が出たらすぐに医療機

関を受診してください。そして、予防する

ためにも、インフルエンザワクチンの予防

接種を受けておくと安心ですね。 

☆４か月児健診（受付 9:00～10:15） 

 毎週火曜日：３．１０．２４．３１日 

☆１歳６か月児健診（受付 12:45～14:00） 

 毎週水曜日：４．１１．２５日 

☆３歳児健診（受付 12:45～14:00） 

 毎週木曜日：５．１２．２６日 

場所：保健所・保健センター（中野町字中原「ほいっぷ」内） 

問合せ：☎３９－９１６０（こども保健課） 

※対象の方には、ご自宅へ健診日１か月前に健診票を郵送します。

ご案内の日時に健診を受けてください。変更する場合は、必ず事

前にご連絡ください。 

１０月の健診のお知らせ 

今年は季節に関係なく様々な感染症が流行する傾向に

あります。ここ数年の感染予防対策によって、守られてき

た子どもたちも、新型コロナウイルス５類移行に伴い、感

染したことがない病気になることが増えたように感じま

す。インフルエンザに関しても、子どもたちにとっては本

当に脅威のウイルスです。できる限りの感染予防対策を

行い、流行期を乗り切れるようがんばりましょう！ 

豊橋市保育課 こじかこども園 病児保育室 保健だより 

２０２３年１０月１日 ☎２５－０５２８ 


